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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月2日(2021.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光軸方向に配置された複数の光学素子を有する光学機器であって、
　前記複数の光学素子のうち第１の光学素子および第２の光学素子をそれぞれ保持する第
１の保持部材および第２の保持部材と、
　前記第１の保持部材および前記第２の保持部材のそれぞれの前記光軸方向での移動をガ
イドする第１のガイド部材および第２のガイド部材と、
　前記第１の保持部材および前記第２の保持部材をそれぞれ前記光軸方向に駆動する第１
の駆動手段および第２の駆動手段と、
　前記第１および第２の駆動手段を保持するベース部材とを有し、
　該光学機器を光軸方向から見たとき、光軸を中心とした周方向における３箇所に、前記
複数の光学素子のうち第３の光学素子を保持する第３の保持部材を前記ベース部材に保持
させるための保持部または前記ベース部材を他の部材に保持させるための保持部が設けら
れ、前記光軸と前記３箇所の保持部とを通る軸をそれぞれ第１の軸、第２の軸および第３
の軸とするとき、
　前記第１の駆動手段と前記第１のガイド手段は前記第１の軸と前記第２の軸との間の第
１の領域に配置され、前記第２の駆動手段と前記第２のガイド手段は前記第１の軸と前記
第３の軸との間の第２の領域に配置され、
　前記第１および第２の駆動手段は、前記光軸方向における少なくとも一部の範囲が互い
に重複する二つの領域に配置されていることを特徴とする光学機器。
【請求項２】
　前記光軸方向から見たとき、前記第１の領域において前記第１のガイド部材が前記第１
の駆動手段よりも前記第１の軸から離れた位置と前記第１の軸に近い位置のうち一方の位
置に配置され、前記第２の領域において前記第２のガイド部材が前記第２の駆動手段より
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も前記一方の位置に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の光学機器。
【請求項３】
　前記光軸方向から見たとき、前記第１の駆動手段および前記第１のガイド部材と、前記
第２の駆動手段および前記第２のガイド部材とが、前記第１の軸に関して対称に配置され
ていることを特徴とする請求項２に記載の光学機器。
【請求項４】
　前記第１の保持部材の前記第１のガイド部材を中心とした回転を阻止する第１の回転止
め部材と、
　前記第２の保持部材の前記第２のガイド部材を中心とした回転を阻止する第２の回転止
め部材とを有し、
　前記光軸方向から見たとき、前記第１の回転止め部材が前記第２の領域に配置され、前
記第２の回転止め部材が前記第１の領域に配置されていることを特徴とする請求項１から
３のいずれか一項に記載の光学機器。
【請求項５】
　前記光軸方向から見たとき、前記第１の領域において前記第１のガイド部材と前記第２
の回転止め部材とが前記第１の駆動手段よりも前記第１の軸から離れた位置と前記第１の
軸に近い位置のうち一方の位置に配置され、前記第２の領域において前記第２のガイド部
材と前記第１の回転止め部材とが前記第２の駆動手段よりも前記一方の位置に配置されて
いることを特徴とする請求項４に記載の光学機器。
【請求項６】
　前記第１の保持部材および前記第２の保持部材のそれぞれを、前記第１のガイド部材お
よび前記第２のガイド部材を中心として回転させるよう付勢する付勢手段を有し、
　前記光軸方向から見たとき、付勢された前記第１の保持部材が前記第１の回転止め部材
から受ける反力と、付勢された前記第２の保持部材が前記第２の回転止め部材から受ける
反力とが互いに同じ方向を向いていることを特徴とする請求項４または５に記載の光学機
器。
【請求項７】
　前記第１の回転止め部材と前記第２の回転止め部材とが単一部材として前記第２の軸と
前記第３の軸との間の第３の領域に配置されていることを特徴とする請求項４から６のい
ずれか一項に記載の光学機器。
【請求項８】
　前記第１の駆動手段および前記第２の駆動手段を、該第１および第２の駆動手段を制御
する制御手段に接続する第１の接続部材と、
　前記第１の保持部材および前記第２の保持部材のそれぞれの位置を検出する第１の位置
検出手段および第２の位置検出手段と、
　前記第１の位置検出手段および前記第２の位置検出手段を前記制御手段に接続する第２
の接続部材とを有し、
　前記光軸方向から見たとき、前記第１の接続部材と前記第２の接続部材とが前記第１の
領域、前記第２の領域および前記第２の軸と前記第３の軸との間の第３の領域のうち互い
に異なる領域に配置されていることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の
光学機器。
【請求項９】
　撮像装置に着脱可能であることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の光
学機器。
【請求項１０】
　前記光学素子からの光を受光する撮像素子を有することを特徴とする請求項１から８の
いずれか一項に記載の光学機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　図２および図３は、本発明の実施例１である光学機器（レンズ装置）としての交換レン
ズ１００の構成を示している。図２は広角端にある交換レンズ１００を光軸に平行に切断
したときの断面を示し、図３は望遠端にある交換レンズ１００を光軸に平行に切断したと
きの断面を示している。本実施例の交換レンズ１００は、ＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサ
等の撮像素子を備えた不図示の撮像装置としてのカメラ本体に着脱可能に装着される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　一方、第６レンズ保持枠２０６をガイドするガイドバー２５５の前端は後群ベース２２
６に保持され、後端は後群カバーにより保持されている。第６レンズ保持枠２０６のスリ
ーブ部２０６ａはガイドバー２５５に係合し、Ｕ溝部２０６ｂは第４レンズ保持枠２０４
のＵ溝部２０４ｂと同じく回転止めバー２５４に係合している。すなわち本実施例では、
第１の回転止め部材および第２の回転止め部材として、同一部材（単一部材）である回転
止めバー２５４を用いている。
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